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HAP 結晶を合成し，in vitro でフッ化物処理と脱灰パターンを再現した． 
【方法】電融酸化カルシウムとポリリン酸から水熱合成にて HAP 結晶を
得た．それらの HAP 単結晶を，フッ化物および対照の脱イオン水に 30
日間浸漬させた．フッ化物は，ミラノール®顆粒 11%を 450，900，
1500ppmF に調整したフッ化ナトリウム溶液，および 9000ppmF の弗化
ナトリウム液ネオ®を使用した．各サンプルを 3%クエン酸溶液に 60 分間
浸漬させた．その後，表面形態の脱灰パターンを走査型電子顕微鏡（SEM）





群では，顕著な溶解像を呈さなかった．F K 端 XANES 測定において， 
450ppmF及び900ppmFでは痕跡程度のCaF2に近いピークを観察した．
1500ppmF では酸処理前には CaF2 より低エネルギー側にピークを示し
たが，酸処理後に CaF2 由来のピークへシフトした． 9000ppmF では酸
処理前後ともに CaF2に近似したスペクトルを示した．1500 と 9000 ppm
フッ化ナトリウム溶液で処理された結晶の脱灰パターンから HAP 結晶表
 
面に CaF2が残留し，高い耐酸性の獲得につながる可能性が示唆された．  
【結論】歯のエナメル質のフッ化物処理は，十分なフッ化物濃度と作用時
間に注意することで，結晶レベルで早期の脱灰の予防につながる可能性が
示唆された． 
 
 
 
 
